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)1,1,1(  aaPQ であるから、直線 PQ上の点は 
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tz 1 とすると zt 1  ①に代入すると 
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直線 PQと、平面 )10( ≦≦kkz  との交点は、 )),1)(1(,)1(( kkakaa  であるから 

この交点と z 軸との距離は 
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この立体の、平面 kz  による断面は、半径 2222 )1(2)12(2122 kakaaaa  の円であるから 
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をとる。……(答) 


